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1. はじめに 

これまでに，のぞき穴を通じ片目で室内画像を見る

と，あたかも実際にその照明空間の中に居ながら眺め

ているように知覚できる D-up viewer を製作し，その

装置の使用有無による明るさの見えの違いを目視で測

定した[1][2]．前報[2]を受け，今回は，D-up viewer の

使用有無により色の見えに差が生じる条件について，

対象物体表面の明度を変化させながら心理物理測定を

行い詳しく調べた． 

2. 実験方法 

車室内画像（図 1）上の観察ポイントの中で，先行

実験で見えの差が大きかった点（ダッシュボードの表

皮材）に対し，Adobe Photoshopを用いて Intensity（明

度）を 12 段階に変化させて，実験刺激を作成した．

12枚の車室内画像の中のダッシュボードの色に対し，

JIS 標準色票（マンセル表色系）を用いてカラーマッ

チング法で Hue（色相）Value（明度）Chroma（彩度）

を測定した．D-up viewerを装着した時（車室内空間に

没入して感じられる状態），および，D-up viewerを外

した時（ディスプレイ画面と認識して観察している状

態）の 2 種類の見えのモードで，測定を行った．刺激

提示順はランダムとした．被験者は色覚異常のない 3

名で，試行回数は 3回とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 実験結果 

 図 3～4の横軸はダッシュボードの Intensity（明度），

縦軸はそれぞれカラーマッチング法で測定した Value

（明度）と Chroma（彩度）を示している．D-up 

viewer なしの結果を○，ありの結果を●でプロットし

た．明度を 12 段階に変化させた画像に対し，Value

（明度）はほぼ線形に変化し，Chroma（彩度）は

Intensity（明度）70%まで緩やかに増す様子がわかる．

70%以上の画像に対しては，Chroma（彩度）3 以上の

色票がないため適切に測定ができなかった可能性があ

る． 

 D-up viewer有無による測定結果の違いについては，

Value（明度）は差がなく，Chroma（彩度）において

D-up viewerありの場合に高くなる傾向が見られた．こ

れは前報[2]の結果において Brightness が高くなる傾向

と一致する．前報では明度と彩度を区別せずに測定し

たが，今回の結果から，D-up viewerを装着した時に変

化が生じるのは彩度で，より鮮やかに感じられる傾向

が示唆された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

ダッシュボード表皮材の明度を 12 段階に変化させ

た実験刺激に対して，D-up viewer有無による色の見え

の違いを測定したところ，D-up viewerありの場合の方

が Chroma（彩度）が高くなる傾向が見られた．今後

は，ダッシュボードの色相や彩度を変化させた場合の

影響や，彩度が高い部位（ハザードボタンなど）の色

相効果などについても順次調べる予定である．また，

カラーマッチング法を用いる際の問題点も把握できた

ので，今後はさらに精度よく目視で測定する方法につ

いても検討していきたい． 
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図 1 実験刺激      図 2 明度の制御例 

図 3 Value（明度）の測定結果 

図 4 Chroma（明度）の測定結果 
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